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「序」地上において重力を制御する手法が

ある。それは強磁石の強磁気力を用いる方

法である。我々の研究室所有の強磁石の場

合，微小重力（無重力）（重力加速度：～０

Ｇ（以下同様））環境から過重力（～２Ｇ）

環境まで見かけの重力を変化させることが

できる。微小重力環境での水などの反磁性

物質の磁気浮上は，下向きの重力と上向き

の磁気力が釣り合うために起こる。我々の

研究室のキャッチフレーズである「ミニト

マトが宙に浮く」は，この強磁石を用いた

微小重力環境を利用したものである。 

この微小重力環境は，地球周回軌道上の

スペースシャトル内の微小重力環境とは異

なり，更に強磁場という因子が加わった複

合環境となっている。したがって地球周回

軌道上の単なる微小重力環境で生じる現象

とは異なる現象も期待できる新種の環境場

ということができる。 

昨年はこの微小重力と過重力環境におけ

るゾウリムシの泳動について報告をした。

今回は高分子薄膜のメゾスコピックパター

ンやナノメーターサイズの有機分子会合体

の配向について，これら強磁場による見か

けの重力制御環境の効果について報告する。 

【実験】鉛直方向のボアをもつ中心最大磁

場 １ ５Ｔの 縦 型超伝 導 磁石（ JASTEC 

LH15T40, φ 40 mm bore diameter）内に，

試料をセットする位置を変えることで磁場

強度と磁気力を調整した。１０．７，１５，

１２Ｔにてそれぞれ微小重力（～０Ｇ），通

常重力（１Ｇ），過重力環境（～２Ｇ）を得

た。各重力制御環境にて作製した高分子薄

膜表面や有機分子会合体の配向の様子は，

走査型プローブ顕微鏡（ＳＰＭ）（SII, SPI 

3800N & SPA-400）や通常の光学顕微鏡

（Olympus CH30）を用いて観察した。 

【結果と考察】以下には紙面の都合上，高

分子薄膜の結果のみを記す。図１は０（１

Ｇ），１０．７（～０Ｇ），１５（１Ｇ），１

２Ｔ（～２Ｇ）の各磁場強度で作製したポ

リビニルカルバゾール（ＰＶＣ）薄膜表面

のＳＰＭイメージである。１０．７と１２

Ｔにおいてナノメーターサイズのホールが

多数確認された。０と１５Ｔにおいては観

察されなかった。解析の結果，このナノホ

ールの直径，深さ，出現間隔はいろいろで

あったが，１つのホールのサイズ例をあげ

れば直径２２２×深さ３３nm である。ナノ

ワールドのクレーターのようである。この

ように強磁場によって見かけの重力を制御

することで，ナノ構造を創製することがで

きた。ところで上述の通り，１０．７，１

２Ｔはそれぞれ微小重力，過重力環境を提

供する。すなわち，本来１Ｇの下向きの重

力がかかる反磁性試料に更にそれぞれ上向

き，下向きの磁気力がかかる環境である。

このような環境においてのみナノホールが

観測された事実から，ホール出現のメカニ

ズムには，磁気力の関与が示唆される。 
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